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研究成果の概要（和文）：　本研究計画は、ヘイトスピーチや差別のような排斥行動の背景にある内的、心理的
プロセスについて、とくに嫌悪感情との関係で解明し、その予防に資する提言に結びつけることを目的に行われ
た。個別の研究テーマとしては、嫌悪と関連感情に焦点を当てつつ、行動免疫、非人間化、進化心理学的背景、
表情などと結び付けて、筋電図や身体反応の測定から、認知的評価、質問紙によるウェブ調査などを行った。研
究成果は、年度ごとに複数の研究会、セミナー、シンポジウムを実施するとともに、日本感情心理学会機関誌の
エモーション・スタディーズ誌に特集として公表した（特集：社会的共生と排斥行動：問題の所在）。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed to elucidate the internal and psychological 
processes behind social exclusions such as hate speech and discrimination, especially in relation to
 disgust, and to tackle to the social issues.  As individual research themes, focusing on disgust 
and related emotions, we studied in conjunction with behavioral immunity, dehumanization, 
evolutionary psychological background, facial expressions, etc.  We conducted series of studies with
 the various methodologies such as facial EMGs, cognitive evaluations, and web surveys.  The 
research results were reported in several conferences, seminars, and symposiums each year, and were 
published as a special feature in the Emotion Studies of the Japanese Society of Research on 
Emotions (Special feature: Social coexistence and exclusion).

研究分野： 感情心理学

キーワード： 嫌悪　感情　社会的排斥　ヘイトスピーチ　社会問題
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　ヘイトスピーチや差別に代表される排斥行動に関する心理学的研究では、これまで、主に社会心理学などによ
って集団行動の観点から多くの研究と分析が行われ、重要な知見が蓄積されているが、嫌悪感情に焦点を当てて
個人内の心理的プロセスを解明しようとした研究はほとんどなく、この研究計画の成果として、排斥行動の心理
的プロセスを説明するモデルの原型の解明に結び付けられたことは重要な学術的意義をもつ。さらに、研究成果
は、毎年複数の研究会、セミナー、シンポジウムなどで公表するとともに、、日本感情心理学会機関誌のエモー
ション・スタディーズ誌に特集として広く社会に公表している（特集：社会的共生と排斥行動：問題の所在）。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ヘイトスピーチとは，人種，民族，国籍，ジェンダー，性指向性といった特徴に基づいて特定

の集団に対する憎悪や嫌悪を表現し，さらにそうした感情を煽る行為であるが，当時、このよう
な排斥行動が深刻化しつつあり，2014 年には国連人種差別撤廃委員会が日本政府に働きかける
など，国内外からこの問題への対応が強く求められている状況であり、今日でもその状況は続い
ている。 
このような排斥行動は，集団間葛藤・紛争の文脈では，外集団認識の過程において形成される

外集団への否定的態度と直接的に結びつくものと考えられ，先行研究では，社会的アイデンティ
ティ理論に基づく社会的カテゴリー化や内集団バイアスのような集団過程の問題として取り上
げられている（縄田, 2013）。また，ステレオタイプと偏見のような態度と，社会的認知におけ
る認知バイアスに焦点を当てた検討や，さらには，これらを組み合わせた検討も行われてきてい
る。 
一方，感情的側面から見ると，ヘイトスピーチの背景には明らかに根深い嫌悪感情がある。先

行研究においても，その初期から，嫌悪や敵意のような感情の影響について言及がある
(Allport,1954)。しかし，個人の感情に焦点を絞り，その喚起状況から排斥行動にいたる個人内
の心理的過程に着目した研究は十分に行われていない。とくに，嫌悪感情そのものについては，
繰り返し排斥行動との関係を指摘されてはいるものの，十分に検討の対象とされてこなかった。
嫌悪は基本感情の一つと考えらえており，身体的・道徳的な汚染源との接触によって喚起され，
対象の回避や排除を動機づけることが知られている。また，嫌悪は，軽蔑，敵意，恥などの社会
的感情と関係していることが指摘されており，たとえば，嫌悪，軽蔑，敵意は，それぞれ，回避，
排除，攻撃といった行動と関連していると考えられる。しかし，排斥行動の文脈では，これらの
嫌悪関連感情と行動との関係，感情間の関係については検討されていなかった。 
また，嫌悪は対象の非人間化を促進することが指摘されている。非人間化とは，対象となる人

物や集団の人間性を否定し，自分よりも低次の，動物のような存在だとみなす認知バイアスであ
る。ある集団が準拠集団とは異質とみなされ，下位と見なされると，嫌悪や軽蔑の対象とされる
ことが報告されており，結果的に，非人間化が生じやすくなり，種々のヘイト行為をはじめ，民
族虐殺のような苛烈な外集団排斥つながる場合がある（Haslam, 2006）。 
さらに，嫌悪が，食物や身体からの分泌物，動物性を想起させるものに対して生じる個体発達

の初期の段階から，社会的事象である倫理や道徳に反する対象に対して生じる段階へと発展す
る道徳化のプロセスを有することが指摘されている。このプロセスは，社会がどのような規範を
重視するかによって嫌悪の対象が決定されることを示唆しており，社会集団の状況によっては
排斥行動が容認される可能性とも結びつく深刻な問題である。逆に，対象への嫌悪感を十分に制
御できるならば，排斥行動は抑止され，交渉などによる建設的な葛藤解決にもつながると考えら
れる。 
先行研究の課題と今後の多国籍化，多文化化した社会状況への対応を念頭に，本研究では，嫌

悪とその関連感情に焦点を当て，個人内の心理的過程を分析することで，ヘイトスピーチなどの
排斥行動の背景にある機序を解明し，その予防と抑止のための知見を得ることを目指した。また、
集団過程，社会的認知等に関する先行研究の知見に，本研究によって得られた感情に関わる個人
内の心理過程に関する知見を加えることにより，より包括的な問題の理解と対応案の検討に結
びつけることとした。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は，ヘイトスピーチとその関連現象について，特に嫌悪感情に注目してその機序を明ら

かにし，対応策立案への貢献を目指すものである。近年，外国人マイノリティなどへのヘイトス
ピーチが繰り返されているが，その根底には，特定の出自を持つ集団や国家などに対する個人の
嫌悪感情がある。今後，一層の多国籍化，多文化化が予想される日本社会の現実的課題として，
マイノリティへの差別助長等，深刻な社会問題につながりかねない排斥行動を予防し，抑止する
ためにも，早急な対応が必要とされている。本研究では，嫌悪感情の喚起状況から，注意，評価
過程を経て，排斥行動にいたる個人内の心理的過程の機序を解明することによって，集団過程等
に注目した先行研究の知見を補い，より包括的な問題の理解と対応策立案への貢献を目的とし
た。 

 
 
３．研究の方法 
ヘイトスピーチの背景にある個人内過程の機序を明らかにするため，嫌悪喚起状況から反応

までを４段階に分けるとともに，排斥行動の予防と抑止に向けた対応策の検討を加え，次の５つ
の研究課題を設定した。（１）注意過程における身体基盤(身体状態の変化)，ステレオタイプの
影響，（２）評価過程における道徳性と非人間化の影響，（３）主観的体験における社会的感情間
の関係，排斥行動容認の過程，（４）表出行動としての表情の特徴，排斥行動と対人嫌悪の関係，
（５）排斥行動の予防と抑止における感情調整の有用性，を設定した。なお，排斥行動の予防と
抑止に関しては，先行研究の知見を加味した総合的な対応策を検討し，成果を発信するために，
研究会，シンポジウムを実施することとした。 



 
 
４．研究成果 
本研究では，ヘイトスピーチや差別のような排斥行動とその関連現象について，特に嫌悪感情

に注目してその機序を明らかにし，対応策立案への貢献を目指した。個別の研究テーマとしては、
嫌悪と関連感情に焦点を当てつつ、行動免疫、非人間化、進化論的背景、表情などの要因が、排
斥行動の背景にある心理的プロセスとどのように関わっているかを解明し、予防策、対応策立案
への提言に結びつけるように試みた。個々の研究成果は、論文や学会等における発表としてまと
めるとともに、毎年研究会、セミナー、シンポジウムを企画し、実施することによって、公表し、
共有するとともに、学会機関誌での特集として発信した。また、高校生を対象にした心理学講座
を開催し、研究成果の一端を広く社会に発信した。 
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